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１.  事業概要 

１.１  事業名称 

北部浄化センター改築更新工事 

１.２  事業の目的 

本事業は、大牟田市北部浄化センターの水処理施設を中心とした機械・電気設備の改築更新工

事について、将来にわたる安定的かつ効率的な施設整備と管理運営の実現を図るとともに、民間

事業者の技術、ノウハウ等を用いた性能発注による設計・施工一体型の事業方式により、更なる

コスト縮減を図ることを目的とする。 

１.３  事業範囲 

事業者が行う業務の範囲は、以下のとおりとする。 

①設計業務 

②建設業務（機械設備更新） 

③建設業務（電気設備更新） 

１.４  事業方式 

本事業は、施設の設計・施工を一体的に行うＤＢ（デザイン・ビルド）方式で実施する。実施

にあたっては、国土交通省の公共下水道事業費補助を受けることを予定しており、必要な資金は

本市が調達する。 

１.５  事業期間 

契約締結の翌日から平成２３年３月３１日まで。 

２.  事業者の募集及び選定 

２.１  事業者の募集方式 

事業者の募集及び選定は、民間事業者が有する知見とノウハウを活用するため、総合評価一般

競争入札方式によるものとした。 

２.２  募集及び選定の経過 

平成２０年 ９月 ２日 第１回委員会（実施方針の審査） 

平成２０年 ９月 ９日 実施方針の公表 

平成２０年 ９月２５日 実施方針に対する質問への回答の公表 

平成２０年１０月 ７日 第２回委員会（入札説明書等の審査） 

平成２０年１０月１５日 入札公告 

平成２０年１０月２２日 事業説明会の開催 

平成２０年１０月３１日 募集書類等に関する質問受付締切り 

平成２０年１１月 ５日 資格確認申請書類の受付締切り 

平成２０年１１月１０日 入札参加資格の確認結果の通知 

平成２０年１１月１４日 入札説明書等に関する質問への回答の公表 

平成２１年 １月 ９日 提出書類の受付締切り 

平成２１年 １月２７日 第３回委員会（事業提案書の評価等） 

平成２１年 １月３０日 落札者の決定 
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２.３  落札者の決定方法 

 入札書及び入札価格内訳書の開札と事業提案書の評価は、外部有識者及び本市関係者で構成す

る「北部浄化センター改築更新工事審査委員会」（以下「委員会」という。）において行い、本市

は委員会の審査結果を受けて落札者を決定した。 

 なお、事業提案書の評価にあたっては、第３回委員会において入札参加者へのヒアリングを行

い、提案内容の確認を行った。 

２.４  審査委員 

委員長 古川 憲治  （熊本大学大学院自然科学研究科教授） 

 森山 克美  （九州共立大学工学部環境土木工学科教授） 

 杉岡 和憲 （福岡市道路下水道局下水道施設部施設整備課長） 

 西山 安昭 （大牟田市企業管理者） 

 野中 守男 （大牟田市企業局下水道施設課長） 

（敬称略） 

３.  審査事項 

 審査は、落札者決定基準に基づき、入札参加資格審査、入札書類審査の順に行った。 

３.１  入札参加資格審査 

平成２０年１１月５日の資格確認申請書類の提出締切りまでに４グループの応募があり、入札

説明書に示す入札参加者の資格要件について審査した結果、全応募者が当該要件を満たしている

ことを確認した。 

３.２  入札書類審査 

平成２１年１月９日の入札書類の提出締切りまでに、入札参加資格審査を通過した４グループ

の全てから入札書類の提出があった。入札書類審査は、落札者決定基準に基づき次のとおり行っ

た。 

(１)  入札書類の確認 

入札書、入札価格内訳書及び事業提案書について、各グループともに書類の不備がないことを

確認した。 

(２)  入札価格の確認 

 入札書に記載された入札価格について、各グループともに予定価格（入札書比較価格）である

９２５,０００,０００円（消費税及び地方消費税の額を含まない。）を下回ることを確認した。 

(３)  基礎審査 

 次の事項を確認し、各グループともに条件を満たしていることを確認した。 

①事業提案書の提案内容が要求水準書に定めた要求水準を満たしていること。 

②事業提案書に入札価格内訳書の細目内訳金額が主要設備別に示されていること。 

③入札価格内訳書の細目内訳金額の合計額が入札価格内訳書と整合していること。 

④当該細目内訳金額の算出根拠が合理的であること。 

(４)  提案内容審査（技術点の得点化） 

事業提案書の内容について加点方式による評価を行い、技術点の得点化を行った。この技術点
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の審査項目、審査内容、審査の着眼点及び配点は表 １のとおりである。 

表 １ 技術点の審査項目、審査内容、審査の着眼点及び配点 

審査項目 審査内容 審査の着眼点 配点 

事業計画 ・本事業の内容、特性及び課題を十分に把握して

いるか。 

・本市の基本方針と整合し、その達成が期待でき

るか。 

３ 

配置計画 次の点に配慮した具体的で優れた提案か。 

・施設（設備）の配置の合理性 

・維持管理の作業性（容易性）、効率性 

３ 

安 定 的 で

良 好 な 水

処 理 の 確

保 

次の点について具体的で優れた提案か。 

・嫌気・好気運転や硝化促進・抑制運転への対応

・バルキング対策 

・将来の水量増加時の安定的な処理 

・雨天時増水時の対応 

１２ 

機 能 の 高

度化 

次の点について具体的で優れた提案か。 

・南部浄化センターでの監視・操作を考慮したシ

ステム構成 

・機能高度化を目的とした新規設備の導入 

・各設備の性能・機能の向上 

・各設備の維持管理性の向上 

・各設備の維持管理費の削減 

１２ 

設 備 の 耐

久性、安定

性の確保 

次の点について具体的で優れた提案か。 

・各設備の耐久性の確保 

・各設備の故障時及び災害時の対応策 

９ 

施工計画 次の点について具体的で優れた提案か。 

・建設期間中における北部浄化センターの現有能

力の確保 

・施工方法（1系列の稼働停止期間の短縮等） 

・仮設計画 

・建設期間中の安全対策 

９ 

環境対策 次の点について具体的で優れた提案か。 

・適用される環境基準とその達成 

・ＣＯ２等の環境負荷削減（返送汚泥ポンプ、砂ろ

過設備、送風機設備等電力消費量の多い機器に

おける電力削減等） 

・建設期間中の周辺環境対策 

６ 

リ ス ク へ

の対応 

次の点について具体的で優れた提案か。 

・リスクの検討及び対応策 

・施工後の不具合、機能低下及び水質悪化への対

応 

・現場や閲覧資料等

を十分に踏まえ

た内容であるか。 

・簡潔に過不足なく

記述されている

か。 

・的確かつ具体的に

記述されている

か。 

・提案内容が技術的

に優れたもので

あるか。 

・根拠資料（設計根

拠図書や添付資

料の参照箇所等）

が明示されてい

るか。 

６ 

合 計 ６０ 
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また、技術点の得点化方法は、表 ２に示す４段階評価により項目別得点を算定し、その合計を

技術点とした。 

表 ２ 提案内容の審査項目の得点化方法 

判断基準 評価 得点化方法 

当該審査項目について特に秀でて優れている点が認められる Ａ 配点×１ 

当該審査項目について秀でて優れている点が認められる Ｂ 配点×２／３ 

当該審査項目について優れている点が認められる Ｃ 配点×１／３ 

当該審査項目について優れている点が認められない Ｄ 配点×０ 

(５)  価格点の得点化 

入札価格は、以下の方法により得点化して価格点とした。 

①入札参加者中、入札書に記載された入札価格が最低である者を第１位とし、配点の満点であ

る４０点を付与する。 

②他の入札参加者の得点は、第１位の価格（最低入札価格）との比率の小数第３位を四捨五入

して算出する。算出式は次のとおりとした。 

価格点 ＝ 価格の配点 × 入札参加者中の最低入札価格 ÷ 当該入札参加者の入札価格 

(６)  総合評価点の算定 

技術点及び価格点を合算することにより総合評価点を算定した。 

４.  審査結果 

４.１  落札者 

委員会の審査結果を受けて、本市は本事業の落札者を表 ３のとおり決定した。 

表 ３ 本事業の落札者 

グ ル ー プ 名 
（Ｂグループ） 

東芝プラントシステム・クボタ特定建設工事共同企業体 

代 表 企 業 東芝プラントシステム㈱九州支社 

構 成 員 ㈱クボタ九州支社 

落 札 価 格 ８６４，０００，０００円（消費税及び地方消費税の額を含まない。） 

４.２  各入札参加者の総合評価点 

 各入札参加者の総合評価点とその内訳は表 ４に示すとおりである。 
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表 ４ 各入札参加者の総合評価点とその内訳 

審査項目 配点 Ａグループ 
Ｂグループ

（落札者） 
Ｃグループ Ｄグループ 

価格点 ４０ ４０.００ ２５.４６ ２５.０６ ２５.９１

事業計画 ３ ０.６０ １.２０ ０.８０ １.２０

配置計画 ３ ０.８０ １.４０ ０.８０ １.００

安定的で良好な

水処理の確保 
１２ １.６０ ８.８０ ５.６０ ８.００

機能の高度化 １２ ２.４０ ８.８０ ５.６０ ７.２０

設備の耐久性、

安定性の確保 
９ ０.６０ ３.６０ １.８０ ４.２０

施工計画 ９ ２.４０ ３.００ １.８０ ２.４０

環境対策 ６ １.６０ １.６０ １.６０ １.６０

リスクへの対応 ６ １.６０ ２.００ １.２０ １.６０

技

術

点 

技術点計 ６０ １１.６０ ３０.４０ １９.２０ ２７.２０

総合評価点 １００ ５１.６０ ５５.８６ ４４.２６ ５３.１１

４.３  審査講評 

 提案内容審査にあたった委員会の講評は以下のとおりである。 

* * * * * * * * * * 

 本事業は、老朽化が進んでいる北部浄化センターの水処理機械・電気設備の改築更新工事を、

設計及び建設の一括した提案に基づいて実施するものであり、大牟田市では初めて採用するもの

である。 

事業者募集に対しては、11 社の入札説明会参加の後、４グループから提案を受けるに至った。

処理場を運用しながらの改築更新が可能な工事内容及び手順とすること、嫌気・好気運転や硝化

促進・抑制運転等を可能にすること、標準耐用年数内に大牟田市の費用負担による交換や大規模

更新がないこと、南部浄化センターからの遠方監視制御を可能にすることなど技術的な課題が数

多い中で、いずれの提案も要求水準を充足しながら、民間事業者ならではの創意工夫やノウハウ

を盛り込んで価格と技術の均衡点を探った優れた内容であった。 

 その中でも、落札者となったＢグループの提案は、要求水準にない場外ポンプ場の遠隔監視制

御まで目配りしている点、配置計画上既存の中央操作室の有効活用を位置づけた点、将来的な遠

方監視制御に向けてセンシングや自動制御技術の向上を踏まえた積極的な提案がなされている

点、様々な予備品の納入を明記している点などが特に高く評価された。 

 Ａグループの提案は、最も経済性を重視した提案であったが、設備の耐用年数を１０年間とし

ている点、微曝気による擬似嫌気運転の有効性、提案された散気装置の実績、配管設備等の耐久

性等が懸念点として指摘された。 

 Ｃグループの提案は、「設備の耐久性や安定性の確保」の審査項目などに具体的な記載が乏しく、
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提案書の記述によってはより高い評価点が得られる可能性もあった点が惜しまれるところであ

る。 

 Ｄグループの提案は、北部浄化センターの現状を良く調査した上で、散気装置の設置方法に工

夫している点、水中撹拌機を移設可能とし柔軟な運転管理を可能としている点など積極的な提案

がなされている点が高く評価された。 

 最後に、今回の提案にあたって、短期間であるにも関わらず多大な尽力をいただいた各グルー

プに深く感謝申し上げたい。 


